
（週報等でもご確認ください。） 

 

令和４年度 池之原小学校学校便り Ｒ４.１１.４発行 ＮＯ. ８ 

 

 

  

 

 １０月２５日（火）２６日（水）に６年生が１泊２日の
修学旅行を行いました。旅行前，１分前行動や班長を中心
にした行動等に取り組んだ成果が随所で見られ，添乗員さ
んやホテルの方などから「気持ちいい挨拶ですね。」と… 
この姿を後輩達に伝えてほしいと思います。 （代表挨拶：芝原 鈴さん） 

 

あっ！ 
という 
間の… 
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校長 川畑 浩二 

２学期も後半に入りました。学校では，学力
向上，生徒指導などの充実に向け，取り組んで
いるところです。今回，学力向上に欠かせない
「宿題」について取り上げます。 

ご存じの方も多いと思いますが，左グラフ
は，「エビングハウス忘却曲線」と呼ばれるも
ので，覚えていたものを人間が忘れていく割合
を示したものです。 

人の脳は１度学習したことを１時間後には約
50％忘れ，１日後には約 70％，さらに１週間後
には 80％忘れるとされています。当然，個人差
はありますが，「時間が経つほど記憶は減る」
というのは事実です。しかし，復習を繰り返す 

「授業後の復習＝宿題」を大切に 

下校時の安全確保～家庭と連携した下校指導～

１０月１５日（土）ＰＴＡ事業部主催によるけやきふれあいフェアが，３年ぶりに開催さ
れました。新型コロナウイルス感染症対策をとりながらの実施となりました。 
９月の前売り券販売時から子供たちのワクワクは続いていたようで，当日は朝早くから始

まりを待つ長い列ができていました。どのブースも子供たちの笑顔と笑い声であふれていま
した。計画や準備，打合せから当日の活動と後片付けまで，また，新しい形での開催となり
難しいことやご苦労も多かったのではないかと思います。事業部のみなさんお疲れ様でした。
子供たちに笑顔をありがとうございました。 

　１日（火）
地域が育む「かごしまの教育」県民週間
ＰＴＡ親子読書部読み聞かせ

　２日（水）
池之原幼稚園との交流会（１年）
学校評議員会　　　委員会活動⑥

　３日（木） 祝　文化の日
　４日（金） 避難訓練
　９日（水） クラブ活動⑥
１２日（土） 土曜授業日
１６日（水） 宿泊学習（５年）１日目
１７日（木） 宿泊学習（５年）２日目
１８日（金） ５年生休養措置日
２３日（水） 祝　勤労感謝の日
２４日（木） ＰＴＡ理事会

２９日（火）
持久走大会①②（上学年）・③④（下学年）
学級ＰＴＡ

３０日（水） 持久走大会予備日　　委員会活動⑥

　５日（月） 校内人権週間（～１０日）
　７日（水） クラブ活動⑥

１０日（土）
土曜授業日
おもちゃ祭り（１・２年）

１７日（土） 門松作り＆しめ縄飾り作り
２０日（火） 全学年５時間授業日（～２２日）
２３日（金） 終業式①　　大掃除②　　学級活動③④
２４日（土） 冬休み【～１月９日（月）】
※コロナ感染予防・防止など諸事情により変更する場合があります。

※１１月２日（水）・２２日（火）・２４日（木）は，Ｂ校時授業日
※コロナ感染予防・防止など諸事情により変更する場合があります。

○ 同じ問題を何度でも繰り返す宿題 

  宿題として，担任から学習プリントが出されます。しかも，この学習プリントは定期的に繰り

返して出されます。忘れかけた記憶（知識）を呼び起こし，確実に学力として身に付けさせるた

めの取組です。「また，同じ問題なの？」と思われず，お子さんの学力の定着度を宿題が出され

る度に確認していただければありがたいです。 

ならば，記憶がよみがえり，覚えている割合が 90％を維持します。「授業の後の復習」を繰り返し

ていくことが重要であることが分かります。学校から毎日のように家庭学習（担任から指示され

た宿題のこと。以下，宿題）を出しています。宿題をすることで，授業で学んだ内容を記憶とし

て留め，それを活用していく楽しさを実感させ，決して，「宿題を忘れました」「宿題をしません

でした」などの状況をつくらないように努めていきます。 

最近，児童の下校の様子が気になっています。

特に白線（路側帯）がない場所で，横に広がって

下校している状況が見られます。車が来れば非常

に危険であるため，①白線内を歩く，②白線がな

ければ，右側をしっかり歩く，③横に広がらない

ことなどを指導中です。家庭でも下校時の歩き方

（登校中の歩き方を含む安全な歩き方）について

話してください。 
（右は裏門から出た下校の様子） 

わたしたち，ほめ上手になりましょう・６ 

特別支援教育コーディネーター わかば学級・木佐貫陽子 

 前回，子供の行動を①好ましい行動，②好ましくない行動，③ゆるしがたい行動に分けま
した。今回は②好ましくない行動の対応を考えてみたいと思います。この対応は前回の「ほ
める」を知らないと実践できません。「ほめる」とセットなのです。 
 子供の好ましくない行動にはあえて注目せず，見て見ぬふりをしましょう。好ましくない
行動をしても見返りがないため，やめるようになります。 
 「注目しない」は，子どもを「無視する」ことでもあります。ただしそれは，子供自身の
人格を無視する冷たい対応ではありません。あくまでも，好ましくない行動への無視であり，
見て見ぬふりです。子供がその行動をやめるのを待ち，やめたときには「ほめる」の出番で
す。その点は，誤解がありませんように・・・。 
○子供の方を見ない。目を向けるだけでも関心が伝わる。 
○仕草にも注意。眉をひそめたり，ため息をついたりしない。 
○イライラを顔にださないようにする。ガマンが必要。 
○好ましくない行動には注目しない。一貫した対応を取る。 
※ 「注目しない」対応を取ると，最初は子供の態度が悪化します。より一層騒いだり，「無
視しないで」と怒ったりします。そこをがまんして，見て見ぬふりを決めこむ覚悟が必要で
す。    次回は，「ほめる」と「注目しない」の使い分け方です。 

１０月１３日（木）みやまコンセールの方が
来校されてスクールコンサートが開かれまし
た。生の歌声や演奏に子供たちは目も丸くして
聴き入っていました。貴重な時間になったので
はないかと思います。 

パーフェクトまであと１枚 


